
 

 

評価のポイント 

CL-Ⅳ.専門性の開発能力 

［3-4］治療に強い抵抗感を持つこどもへのチーム医療 

 

① 皆さんの働く職場には、多職種連携チームが存在しますか？ また、そう言える理由（そのように評価する理由）は何です

か？ 

① チームとグループの違いを踏まえて、職場が共通の目標を持っているのか、団結して働いているのか、前向きな職場の雰囲気を作

っているのか、お互いをサポートしているのか、評価する 

 

② 多職種連携チームを形成するために必要な条件を、いくつか 挙げてください 

② 多職種連携チームを形成するためには、他の職種とともに明確な目標を共有すること、協力しコミュニケーションをとり、相互協働

的に働くこと、また定期的にミーティングをおこない、改善点を確認すること（そのためには安全に自分の意見や技術を発揮できる環

境が必要） 

 

③ 職場において、患者由来のアウトカムを高めるためにどのようなチームを形成することが望ましいでしょう 

③ 専門多職種チームが機能することによって、専門職間の間にある溝が埋まり、病児に対し包括的で切れ目のないアプローチが可

能になります。専門対職種チームを形成することによって、チームとして病児とそのニーズへ集中して取り組むことが可能になるため、患

者由来のアウトカムが高くなるでしょう 

 

  


